










































































































中央　全般・鉄道　45 対南方軍鉄道運営関係報告回答綴 第 37 軍政部陸運班
中央　全般・鉄道　46 南方鉄道状況書綴 第 37 軍政部陸運班
中央　全般・鉄道　47 鉄道状況報告　昭和 19 年 1 月から 9月まで 第 37 軍政部陸運班
中央　全般・鉄道　53 鉄道作戦記録 第１復員局











































＊大本営（陸軍部） 内地鉄道司令部 東京地区鉄道司令部 8E3
第三部長 名古屋地区鉄道司令部 4E3
（第三部は運輸、通信、船舶、鉄道等担当） 大阪地区鉄道司令部 3E3
第一総軍 東北 広島地区鉄道司令部 2E3
東部 四国地区鉄道司令部 2E 1E3
東海 新潟地区鉄道司令部 5E







19E, 20E, 15E3, 17E3, 18E3, 1装, 2装
関東軍野戦鉄道廠
朝鮮軍司令部
支那派遣軍司令部 支那派遣軍第一鉄道隊 第二野戦鉄道司令部 6E, 18E,
13E3, 14E3
16E3, 11装




第六方面軍司令部 支那派遣軍第二野戦鉄道隊 1E, 3E, 12E, 15E, 2橋3, 1工作2工作
3工作, 材
支那派遣軍野戦鉄道隊（廠?）





































































































































































































































































































































































巻　数 項　目 資　　　料　　　名 作成年月日 執　筆　者





（参考） 満洲事変迄の鉄道に対する軍統帥部戦時運用準備の回顧 1950.2 安達與助
　　② 満洲における鉄道管理 1947.3 河村弁冶
　　③ 軍事輸送関係資料 安達與助
第 2巻 　1　① 日支事変における鉄道戦史 1947.3 安達與助
（服部史料は− 487
合冊）






　　② 支那事変後半北支鉄道戦史 （欠） 柳原　廣（未帰還）
　3　① （中支鐵道）（1） （欠） 江口康平（未帰還）
　4　① （南支鐵道） （欠） 柳原　廣（未帰還）
　5　① （朝鮮鉄道） （欠） 伊藤義郎（未帰還）
　6　① 満洲における鉄道管理 （欠） 河村弁冶
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　　② 自昭和十三年至十六年　対満事務局の満鉄の指導 1947.1 阿部芳光
（服部史料は− 472
合冊）
　　③ 自昭和十四年至十七年　満洲における鉄道の整備 1948.8 河村弁冶
　　④ 満鉄指導の実相（未完） （欠） 今村一二
　7　① （未完）




　　① 大東亜戦争における鉄道戦史 1947.3 安達與助
（服部史料は− 489
合冊）




























第４巻 　　② 自昭和十四至昭和十七　満洲における鉄道整備 1948.8 河村弁冶







　　② 大東亜戦争に於ける支那鉄道の全般 （欠） 藤村芳一
　　③ 湘桂作戦鉄道史（自作戦初期～二〇年五月） 1948.5 今村一二




　　② 爪哇鉄道戦史 1947.7 浅谷實次




　　⑤ 馬来作戦（泰佛印を含む）に応ずる鉄道戦史 （欠） 本郷　健
第６巻 五 鉄道防空
　1　① 内地鉄道防空資料 1948.1 阿部芳光
　2　② 大東亜戦争内地鉄道の防空戦史（関東地区を主とする） 1947.8 浅谷實次
（服部史料は−495）
　3　③ 九州地区における鉄道防空 1948.2 今村一二
　4　④ 満洲における鉄道防空 1947.12 今村一二
　5　⑤ 中支における鉄道防空 1947.12 今村一二
　6　⑥ 鉄道防空　首題「スマトラ」鉄道状況（附鉄道防空） 1948.9 河村弁冶
六 軍事鐵道機関
　7　① 大東亜戦争間における軍事鉄道記録其四 1948.9 久保田茂
七　8 軍政的に見た鉄道記録（未完） （欠） 弘中辰夫
八 結論
　9　① 自満洲事変末期至大東亜戦争初期　鉄道に於いての総合的観察 （記載なし） 河村弁冶
　　② 陸運防空対案 （記載なし） 河村弁冶
（「軍事鉄道記録」1～ 6巻に付された目次に基づいて再整理したもの）
（1）項目名のみで資料名がない。以下同様の場合も（　）を付す。
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桂作戦鉄道史」があるだけである（柳原廣「平漢作戦
鉄道史」は「欠」である。）。
　南方関係では全般を扱った久保田茂の「南方鐵道」
があり、その他浅谷實次がジャワ、河村弁冶がスマト
ラ、今村一二がビルマを扱っている。またその他本郷
健23がマレーを扱う予定であったが資料は残っていな
い。
　第６巻は「五　鉄道防空」「六　軍事鐵道機関」「七
軍政的に見た鉄道記録（未完）」「八　結論」である。
鉄道防空については、阿部芳光「内地鉄道防空資料」、
浅谷實次「大東亜戦争内地鉄道の防空戦史」（服部史料）、
そして今村一二が担当した九州、満州、中支における
鉄道防空関係の資料が残されている。河村弁冶もスマ
トラに関して鉄道防空資料を残している。
　「六　軍事鐵道機関」は久保田茂が「大東亜戦争間
における軍事鉄道記録其四」を残している。弘中辰夫24
が担当した「七　軍政的に見た鉄道記録（未完）」は残
念ながら欠落している。最後の「結論」は河村弁冶の「自
満洲事変末期至大東亜戦争初期　鉄道に於いての総合
的観察」と「陸運防空対案」が残されている。
おわりに
　以上残された史料をみると、執筆者は大方自らが担
当した分野、活動した地域に関して史料を残している。
また服部史料にも多くを依存している。ただ服部の活
動と鉄道関係資料の整理作業との関係については、十
分明らかにはなっていない。
　次に防衛省戦史部図書館のこの資料群では、中国戦
線に関する資料が、湘桂作戦などごく一部を除いて大
きく欠落しており、その点ではかなり限界があるとも
いえよう。当初の計画通りにはとても進まなかったの
である。
【註】
１　なお満州、満州国といった用語には「」を付すべ
きであるが、煩瑣になるため省略する。又支那と
いう表現も歴史的資料の一部として引用する場合
にはそのまま用いる。
２　河村弁冶は士官候補第34期（工兵、大正11年７月
28日陸軍士官学校卒、同年10月25日任官）。以後
陸軍内で鉄道の専門家としてキャリアを積んだ。
1937年、大本営運輸通信長官部参謀（参謀本部第
等が一の①②として入っている。他には「満州事変まで
の鉄道に関する軍統帥部戦時運用の回顧」（安達與助14）、
「満州における鉄道管理」（河村弁冶）、「軍事輸送関係
資料」（安達與助）が入っている。また「満州事変及其
以前における鉄道施策の概要」が予定されていたもの
の収められていない。
　第２巻は「支那事変」関係の資料を収めている。具
体的には、安達與助「日支事変における鉄道戦史」（1947
年３月、服部史料は−487合冊15）、「支那事変初期内地
鉄道に於ける軍事輸送」（1947年３月）、浅谷實次「日
支事変における鉄道戦史」（1947年３月、服部史料は
−788合冊）」の三点である。
　ただこの巻では華北、華中、朝鮮に関する資料が軒
並み抜け落ちている。理由の一つは執筆予定者のうち、
柳原廣16、江口康平17、伊藤義郎18の三名が未帰還だっ
たことがあろう（ただ安達や河村も予定稿を残してい
ない）。
　また「支那事変」と銘うちながら満州関係の資料も
収められている。阿部芳光19「自昭和十三年至十六年
　対満事務局の満鉄の指導」、河村弁冶「自昭和十四
年至十七年　満洲における鉄道の整備」、そして欠け
てはいるが今村一二20も「満鉄指導の実相」を執筆予
定であった。このほかには久保田茂21が「内地鉄道」
を担当している。本資料も服部史料である。
　第３巻は「大東亜戦争」である。この間は比較的良
く予定通りに史料がおさめられているとともに、服部
史料の割合が高いことが特徴となっている。残されて
いる史料では河村弁冶の「朝鮮鉄道関係資料」以外は
すべて服部史料である。注15に書いておいたとおり、
河村らは復員局で資料の収集にあたっていた服部卓四
郎の指導のもとで一時期資料編纂をおこなっており、
その結果鉄道資料にも服部の成果が組み合わさること
となっている。これら服部史料は、アジア太平洋戦争
期の内地、満州、朝鮮、樺太、台湾に関する記述を残
している。なお松木宗二（未帰還）の資料はタイトル
もなく史料本体もない。
　第４巻は河村弁冶の「自昭和十四至昭和十七　満洲
における鉄道整備」と守田政之の「大東亜戦争末期に
おける満州鉄道」の二点である22。両資料を合わせる
ことで、満洲の鉄道の運営上・作戦上の課題について、
当時の陸軍参謀がどのように考えていたかよく理解で
きるものとなっている。
　第５巻は南方の鉄道に重点がある。中国に関係する
ものでは、佐野常光の「満州鉄道」、今井一二の「湘
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1937年８月26日北支方面軍参謀、翌38年12月15日
興亜院調査官、40年３月９日参謀本部鉄道課長、
42年３月11日歩兵第224連隊長等を経て、44年12
月16日第三鉄道監、45年１月20日大陸鉄道参謀長
となった後、５月29日門司地区鉄道司令官となる。
敗戦時の階級は少将（前掲『陸海軍将官人事総覧』
による。以下旧陸軍将校の経歴は全て本書によ
る）。
15　本資料には「服部史料」と記号がふられている。
服部とは服部卓四郎のことであり、服部と防衛
省戦史部史料との関係については、防衛省戦史
室のホームページ（http://yokohama.cool.ne.jp/
esearch/sankou.html）が次のように述べている。
　　　「服部卓四郎大佐は昭和16年７月から昭和20年
２月まで参謀本部作戦課長（途中陸軍大臣秘書官）
を勤め、戦後復員省史実調査部長−復員局資料整
理部長として大東亜戦争の資料収集と整理を行っ
た。その後、講和条約発効と相前後して公的機密
書類が集まりはじめ、昭和28年４月に史実研究所
を設立と同時期に「大東亜戦争全史」を出版した。
…服部卓四郎と…初代戦史室長西浦進とは陸士
同期である。（陸大も42期同期で西浦は首席、服
部が恩賜優　史実研究所の設立も協同してあたっ
た）その後、史実研究所の史料はすべて防衛研修
所に移管された。即ち服部卓四郎の資料は西浦進
によってそのまま引き継がれ、「戦史叢書」の基
礎となったのである。」
　　　すでに河村弁冶の「軍事鉄道記録編纂に関する
経緯並その経過」によって本史料編纂の経緯を紹
介したが、その中でも一時復員局整理部の指導の
もとで編纂を進めたとある。同時期復員局で服部
が資料の収集に努めていたのであるから、一時は
服部の指導のもとで、あるいは連携しながら資料
編纂につとめたと推定できる。「服部史料」が「軍
事鉄道記録」に含まれ登場するのはこのような経
緯を反映したものと考えられる。
　　　なお周知の服部卓四郎編著『大東亜戦争全史』
（原書房、1965年）は上の引用にある通り、この
作業の結果生まれたものである。
16　柳原廣は士官候補第38期、工兵、高知県出身。1942
年８月31日、関東軍野戦鉄道部参謀。44年12月16
日、大陸鉄道司令部参謀件朝鮮軍参謀。45年２月
20日、第二野戦鉄道司令部参謀長。敗戦時大佐。
17　江口康平は士官候補第33期、歩兵、福岡県出身。
三部運第九課・鉄道担当兼任）。その後関東軍司
令部第三課（兵站担当）参謀（鉄道担当・少佐　
1939年）となり、その後第19軍高級参謀（南方）、
第55師団参謀長（南方）、第四特設司令部高級部
員を経て、敗戦時は仙台地区鉄道司令官（大佐）
であった。（以上『陸海軍将官人事総覧』芙蓉書房、
1989年及び『帝国陸軍編成総覧　第１巻』芙蓉書
房、1993年の426 ～ 433頁による）。
３　「中央、全般、鉄道、７」
４　河村弁冶「軍事鉄道記録編纂に関する経緯並その
経過」による。
５　旧陸海軍省廃止（1945年12月１日）の後、旧陸軍
省は第一復員省、旧海軍省は第二復員省となり、
復員業務のみ引き継がれた。その後復員業務は復
員省を経て、厚生省に継承され、当初の第一、第
二復員省は、各々第一、第二復員局となった。
６　これら陸海軍文書の返還経緯については田中宏
巳編『米議会図書館所蔵　占領接収旧陸海軍資料
総目録』（1995年現在　東洋書林／発売・原書房）
の「解説　米議会図書館（LC）所蔵の旧陸海軍資
料について」を参照されたい。また外務省関係資
料館に関しては、外交資料館が関係の資料（開示
資料）を所蔵している。CD-R04−1209 ～ 1212に
入っている。
７　「鐵道関係主要部隊長・幕僚一覧表　昭和二十、八、
一五、第十課」　なおこの資料は、「支那事変・大
東亜戦争間動員概史（草稿）」所収の「内地鉄道
部隊編成竝兵力表」「外地鐵道部隊編成表」（どち
らも1945年８月15日現在）と内容が一致している。
（大江志乃夫編・解説/家永三郎序『「支那事変・
大東亜戦争間動員概史』不二出版　1988年）
８　この ‘？’ は資料に記載されているものである。
９　前掲河村弁冶「軍事鉄道記録編纂に関する経緯並
その経過」による。
10　以下の記述は「別冊　鉄道史実調査要領　昭和
二一、六」（「軍事鉄道記録　第一巻」所収）による。
11　「三、調査業務擔当社及執務」
12　この資料には運輸省本省や、復員局など必要な連
絡先の電話番号が記載される等、実際的な作業を
念頭に置いた資料だったことが分かる。
13　なお「第四　満鮮鐵道」には満洲事変以前、及び
満州事変期が調査項目にあがっており、満洲事変
期も内容的には調査対象になっている。
14　安達與助は士官候補第30期、歩兵、山形県出身。
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1939年１月16日、陸軍省整備局交通課高級課員、
41年７月31日企画院調査官等を経て、45年５月29
日第13方面軍参謀（鉄道主任）。敗戦時大佐。
18　伊藤義郎は士官候補第31期、歩兵、三重県出身。
41年７月18日、第二野戦鉄道司令部参謀、45年３
月19日第五鉄道監。敗戦時少将。
19　阿部芳光は士官候補第32期、歩兵、愛媛県出身。
第38師団参謀長などを経て、1944年７月８日内地
鉄道司令部参謀長。45年５月29日広島地区鉄道司
令官。敗戦時少将。
20　今村一二（はるじ）は士官候補第34期、工兵、鳥
取県出身。第15軍参謀などを経て、1944年２月14
日第四野戦鉄道司令部参謀長。45年５月29日、第
16方面軍参謀件門司地区鉄道参謀長。敗戦時大佐。
21　久保田茂は士官候補第44期、歩兵、静岡県出身で
ある。1941年10月15日、大本営運輸通信長官部（第
10課）参謀。敗戦時は中佐。
22　河村の資料は『長岡大学　生涯学習研究年報』第
１巻（2007年３月）に「戦時期満州の鉄道輸送」
として、また守田の資料は『長岡大学　研究論叢』
第５号、2007年７月に「守田政之『大東亜戦争末
期における満州鉄道』の紹介」として、各々紹介
しているので参照されたい。
23　本郷健は士官候補第36期、砲兵、大分県出身。
1941年３月１日陸大教官、同年７月７日参謀本部
部員を経て、41年10月６日第25軍参謀。42年３月
16日には再び陸大教官。
24　弘中辰夫は士官候補第38期、工兵、山口県出身。
1939年１月16日、陸軍省兵務局員兼整備局員。そ
の後第19軍参謀などを経て、45年１月20日、兵站
総監部参謀（船舶班長）。敗戦時は大佐。
